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持続的でリバウン ドのない血流増加

作用と特長

ビタミン Eの広範な作用の中から ，とくに{故小循環促j並作用を強化した新誘j卑{本

(特，;午447937号)である。

従来のJ(¥I管tJL:I)長斉iJ，たとえばもニコチン般斉IJにみられる J(¥I流増加後の反発的なJ(¥I流

低下がなく， l'iJ時に 1(¥l1'i:を強化し ，脂質代謝を改善するので，症状の改善により

効果的である。

適

高崎1圧症 ， 動脈硬化症，脳卒中ぱ不全などの脂質代謝呉市'ならびに 1il1 .'行 I}í;~:害に

もとづく諸症状 (頭重，lfl!.!j， J~ こり ， しびれ感など) 。

経さ》 エーザイ株式会社
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薬史学雑誌 1 

「くすり資料館」の創立を祝して

朝比奈 泰 彦キ

Yasuhiko Asahina: Congratulation on foundation of The Naito Museum of Pharmaceu-

tical Science and Industry. 

くすりに闘する過去および現在の資史料を収集し，保管し，且つこれを供覧して将来への発展に

寄与するための「くすり t~物館」を設立することは，わが国におし、て も従来ひとしく待望されたと

ころであった.

今回，財団法人内藤記念科学振興財団理事長内藤豊次氏は内藤記念館の建設に当り，寄附行為と

して「くすり資料館」並びに薬用植物園を設置するため，わが日本業史学会に協力を要請され，清

/1<藤太郎，木村雄四郎，古井千代田の三幹事は鋭意この企画に参与し得たことは，本会としても拘

に時宜を得たものとしてご同慶に堪えない.

特に内藤理事長は自ら欧米各国のグくすり博物館'をはじめ関係諸施設を視察し，且つ国内各地

のくすりに関する資史料を調査し幸に大方各位の絶大なる協賛のもとに各地よりllrJ外不出の貴重

なる資史料の出品，展示することを得て， 去る 6月12日l岐阜県川島町の内藤記念館において「くす

り資料館」の開館記念式典を盛大に挙行し併せて翌13日日本薬史学会主催のもとに記念講演会を開

催し得たことは，わが国における薬史学将来の発展に大きく寄与するものとして拘に慶祝に存ずる

次第である.

本日本薬史学会会長

President of "The Japanese Sociery of History of Pharmacy" 
Present Adress: 123. Totsuka 3 chome. Shinjuku-ku， Tokyo， Japan. 



2 楽史学:雑誌

加 賀渚の 秘 薬

j甫 孝 次有

Kuji Miura: SECRET MEDlCINE 01<' KAGA CLAN 
At about the miclclle of the seventeenlh Century (1670) in lshikawa preIeじture，Japan，1、u-
nanori Maecla (Showunko)前回綱紀(松芸公)， a feuclal lord of the Kagaιlan，openecl to the 

public a famous meclicine which hacl been shut up as an exclusive privilege in the court of 

Ma巴c1a

After that he al10wecl three court apothecaries‘in. the city to prepare ancl market it. I t 

is three most magical varieties (加賀三味楽) Kiba-manbyoen (誉婆万病1-9)， Usaien (烏

犀円)，ancl Shisets u (紫雪).These consist of a large number of veg巴tables，animal':雪 ancl

minerals which are of pharmacological c1eep interest to us. 

The Author has b巴enstuclying the pharmacological properties of this secret meclicine of the 

Kaga clan. 

加賀の風土と物産

石川県の能登加賀の 2国は天平の頃 (757年と823年

との 2回〉に越前及び越中から分離統合されてつくら

れた.越中飛脚及び越前との境は高い山獄によってI~I

ざされ，能登と加賀は日本海の荒海に囲まれ，乙こに

他国とは災った特異な文化が形成されてきた.天正11

'01: (1585) liiJlll利次が企れ城じ入ってかb明治にL、た

ゐ約300I， I~ r:JJ }JII11:藩は 100ノJ心のkjt議として栄えてき

た.こ こでは奈良/1主代から多くの薬組が採取されてい

た.j也)}:l・3責連 ・葛根 ・似殻 .t正苓・考窮 ・山菜 ・悦
子.桃仁等である.

金沢市の南にそびえる医王山 (，、おうぜん〉はその

名の示すように薬草の宝Ellとして有名である.又mの
出火11に今日もJill政煎IIIJがあみがここでは古くからj也貰

のエキスが作られていた.o記述はl主l山々系が最もよい
発育地で，緩めて良質のものがとれる.葛は全県いた

るところに繁茂し，葛山のないところはない.特に宝

述山は300年来葛根の産地で良質の 「葛澱粉」が製造

版売されてきた.又)JII1'Ui色登を包む長い海岸線では係

々な海産物が生産されてきた.二 こは正に薬の宝庫で

ある.

天正7年(1579)金沢の薬組老命Ii中Mの姐伊東彦左

術/"]始久は山城から加l:t'lに移住し医王山の鋭戸室田原

に{tし出元外を製した. 1579年は恰も中国切jの万府18

イ I~で李Il'jJ会が | 本以制 LIJ 52:&を若した11{Hiijに相当

している.又中屋の同族磯部屋宗右衛I"Jは顕虫¥J上人1[1

{去の赤玉丸を製し， 1656年には官竹屋伊右衛門道喜

不金沢大学名与教授， Aclress: 2-2， lshibiki. 

3-chome Kanazawa-shi， .Iapan. 

が，又1669年には福久民jif寿(かげなが〉は楽極尚を

闘業し，景寿は牛主!く円を製った.その頃迄は薬種nJiは
泊屋，米屋，旅人宿の兼業であったがようやく業種と

して独立し定着した.このような業界の機運にのるか

のように寛文10年 (1670)6月16日五代の藩主前回綱

紀(松a公〉はliiJ旧家に似わる秘薬3ブJを公開して恒
久民・'/'hl'出:1'rhlに製);JIJR:it::を.i'FnJlた.二のように
17位紀の'/1凶までに}m:A藩に於いてiltJじjJ， JJ、主)L，
L/二黄門，三味楽(万病問，烏犀門，紫'J;ηのような後

雑難解な漢方薬が出現し，一般大衆の保健の為めにJH

いられていたことは篤l奥に値するのである.その調製

法の奇敏にして合理的なるは今日の科学の立場よりし

ても驚くの外はない.想うにこのH与代のヨーロッパは

未だ化学の懇切WJでへノレモント ・グラウベノレ ・クンケ
ノレの初JUJ無機化学者のl時代である. 1661{H二ロハー l'

ボイノレの 「懐疑的化学者」が発刊され化学の独立が立

せられた.医薬はなお生薬製剤lの時代で1660ff.英i長タ

ボーノレによってキナモキスが製られていた.加l賀藩の

秘諸~の構成が如何に高度なものであったかを];11 るので

ある.

加賀三時半 薬

三味よ~とは脅婆万病円，烏犀円，紫当の三")Jで ， 三

品は次示する虫[1く動物性.植物性.磁物1生菜料からな

っ て居り ， 処方構成か如何にも出1UiJ/~である .

註 :ぷI/-I( )¥付は放をポはす， f払物t:tJt，'，，'I( )助

物性薬品( )他物性薬品( )を語、!バーする.

[IJ (誉婆万病円)寓余狼・雄黄 ・朱砂(3)莞古 -

~!)~l訟 ・ 牛黄 ・ 犀角 ・ 膨香 ・ 行的i賜(6):!I:i2f .政cl!'

一件遂 ・ 乾聾 ・ 桔梗 ・ 芸~!:j' ・ 完1と ・ 刻II辛 ・ 有楽 ・ 紫
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苑・川繊・前胡・ 桑白皮 ・大戟・亭藍・ 当帰 ・人

蓉・ 肉桂 ・巴豆 ・夜苓・蒲黄 ・防風信事よ

(IIJ (烏犀円〉雄黄 ・辰砂 ・朱砂 ・賦粉体)阿謬・
烏鳴 ・烏蛇 ・狐肝 ・牛糞 ・虎骨 ・膨香 ・全蝿 ・蝿

穀 ・桑燦蛸・白花蛇 ・敗亀 ・晩蚕蛾 ・白彊蚕 t粉

羊角 ・塊E雲間著香・何首烏・乾叢・籾殻 ・予定活ー・

繋銭・藁本 ・厚本ト・ 細辛 ・縮砂 ・川考・ 石斜 ・川

夏烏頭 ・草書草 ・陳皮 ・沈香 ・丁香 ・天竺寅 ・天麻

.天南星 ・当帰 ・独活 ・人毒事・肉豆葱 ・肉桂 ・半

・白附子 ・白主・ 白JIt・懐郷・夜苓・ 附子 ・防風

・藁刑子 ・麻黄 ・木香 ・音量脳(列。

(illJ (紫雪〉黄金 ‘寒水石 ・滑石 ・朱砂 ・磁石・

硝石 ・石膏 ・朴硝(8)犀角 ・膨香 ・鈴羊角 ・(3)甘草

.玄参 ・升麻 ・青木龍 ・沈香 ・丁呑(6)

右示したように万病円は動物薬6種，植物薬22種，

砿物薬3種計31種の薬材からなっている.烏厚円は動

植砿58種から，紫雪は動植砿17種からなり，明かに多

味薬剤と云うこ とが出来る.文烏犀円は動物薬を主体

としたもの，紫雪は砿物薬を主体とし，万病円は比較

的植物薬を主体としてるようでるる.この三味薬の効

力については今日の薬物理解では到底立証し得ないで

あろう.しかしこれ等構成薬の薬理作用を明かにし，

しかる後に綜合作用を検討することによって近代科

学的究明を行うべきであると考えている.ともあれ之

等秘薬は300年の長い年月の間，金沢の老舗の手によ

勺て原典が尊重され示された技法の一点ー劃もゆるが

せにせずして調製され，前回綱紀の委託にこたえてき

たのである.

前回締結人とその事業

前回綱紀(松雲公〕は寛永20年 (1642年〉父光高の

長子として生れ，幼にして父を失い 3才で加越能三

州の太守となり .82歳逝去の日迄約79年の長年月.'100 

万石の君主として善政をほどこし，加賀藩の光輝ある

発展をもたらした.凡そ大名の中には和漢のさ診を修

め，文科方面にすぐれた業績をのこ した人は多くある

が.科学的方面に多彩な活躍をなし偉業をのこした人

は極めて少い.その意味でも公は異色の人である.公

の行った文化事業による盛大は加賀藩全期を通じて頂

点と云われている. 日本の著名な学者は多く招かれ

た.木下11煩庵・室鳩巣 ・稲生若水等である.又古今の

名著は加賀落に集められ貴重な古文書は域内8練の蔵

に納められた「政治はーに加賀二に土佐」と又「加賀

ば天下の書府J'と称せられた.公は科学的な著作とし

ての一つに当時の百科辞典とも云われている「桑華字

苑」がある.30才の頃より書き始め全巻実に100余冊

からなっている.又「好祐類編」は公の本草に対する

研究記録で桜 ・楓 ・何首烏・芥子・芸香 ・甘草等の薬

について考証している.1682年にはレγベノレチ ・ドド

ナールのオランダ本草書を小判10両で購い，オラソダ

植物の研究をしている.又珍品としては公の編集「草

木鳥獣図考」で少年の頃より集めた多くの踏薬からな

っている.明治維新の際残念にもその大部分は失わ

れ，l今日その断片を残しているに過ぎない.公は稲生

若水に命じて「庶物類纂J1000巻を著わさしめた.日

本版本草網目とも云えるものである.

公の本草に対する情熱ははげしいものがある.晩年

には樟木より僚脳製造を実験した記録によれば家臣を

して日向国h 造樟研究に行かしめた程である.公の樟

脳製造は成功しなかったが「色々樟脳御とらせ被遊候

得共埼明不申候」と書かれているように公は幾度かの

実験の失敗にめげず.樟木の本質を捉えねばやまぬ主

云った科学精神実証精神に燃えていた.公の時代に加

越能三州に医薬の業蔚然として振興し，各種の発明が

あったのは一つに公の研学の精神に帰すべきものであ

ろう.

この巨人も享保4年 (1719)82歳?ともってE宣した.

しかし公の科学精神はながく伝わり，その後も医薬研

究は目覚しい進展を見せた.明治の初年アドレナリン

の発見をもって知られている高峰譲吉が，又日本薬物

学の創始者高橋11国太郎が加賀武士の中から身を起して

薬の研究に偉大な貢献をのこしたのも，公の科学精神

の開花したものとしなければならない.
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本草学の泰斗伊藤圭介翁

吉 芳秋本)11 

Yoshiaki Yoshikawa : On the authority Harbalist， Dr. Keisuke Itoo. 
Keisuke Itoo (1803~1901 ) formed the phyto10gy of the Owari schoo1， under the1 eadership 
of Hobun MIZUTAHI， the founder of the Owari phyto10gica1 schoo1， with Yokusai IINUMA 
and took charge of its study and guidance. The sorts of medicaI p1ants， which he had 
collected throughout his 1ife， from his young days， a11 over the country， were innumerad1e. 
Especially， the “Taihei HonzδMeiso (Taihei Phyto10gicaI List)"， which was pub1ished in 
1829， is famous ; this book is the trans1ation from ..F10ra ]aponica (Nippon shokubutsu-Shi)"， 
edited by Thunbergy， the Ieading discip1e of Linne， and the original copy was presented to 
ITO by SIEBOLD， who stayed in Nagasaki at that time. 
ITO' s wr:itings， manuscripts and research data amounted to so vast sum of vo1umes and 
copies， and they. are now kept in the National Diet Library and a1so in the Higashiyama Bota-
nica1 Garden in Nagoya， etc. 
He immorta1ized his name as a botanist and phyto10gist. 

伊藤圭介翁は， 今から168年前の享和3年(1803)正月

27日に，現在の名古屋市中区丸の内3了目11番地で，

町医西山玄道の第三子の次男として生れ，明治34年

(1901) 1月24日に，東京本郷区本妙寺坂上の真砂町

14番地の自邸で亡くなられた.時に数え99才.その死

因は兎肉を食べて腹をいため急性腸カタ ノレといわれ

る.先年.古川弘文館から出された九州大学教授杉本

勲博士の人物叢書「伊藤圭介伝」には，圭介翁の絶筆

として， 死の直前に家人に支えられて揮毒された「我

が心氷の如し」の墨書が巻頭にあって，如何にもこの

巨人を伝え，かつ冷徹さと悲情感さえ覚えさせるもの

がある。

翁は，戸籍面が4年ほどおくれてつけられていたと

もいわれ，大垣の飯沼慾斎より21才若く生れられたこ

とになっているが，幕末の騒然たるときから生生発展

の途上にあった輝かしい明治の代に及んでおよそ 1世

紀の間，西洋医学および蘭学徒として苦簸を乗り越え

風雪に耐え，或は本草物産の泰斗として，天然、資源な

いしは博物学など，維新草創期の学界に一大明星とし

て不滅の偉功を樹てられたことは周知のとおりであ

る.このたび，内藤くすり資料館の開館に協賛されて

開かれる記念講演会が 1世紀に亘る巨人として翁の事

跡を採り上げられたことは，淘に意義深いものと存じ

まずもって関係者各位に敬意を捧げるものである.

御承知のように本草学は，不老長生をはかり薬物治

療を目的とした今日の薬物学に相当するものである

が，中国の本草学を大成したのは実に李時珍でありそ

の名著 『本草網目.JJ52巻は，不滅の古典として今日に

伝えられている.

* Adress : 29. Awachyo， Higashi-ku Nagoya-shi. 
]apan. 

日本の本草学は朝鮮を経てわが国へ将来され，わが

国では一千有余年前に出版された『本草和名.J]l8巻が，

その最初といわれ，漢土の種類凡そ一千数十種に日本

名を考定したものである.

しかし，わが国では徳川期の中世に京都の小野蘭山

が日本的な本草学を樹立して以来，特にわが尾張地方

ではその流れをくむ水谷豊文を中心とし，飯沼慾斎そ

の他圭介翁など，いわゆる尾張学派の本草学を形成し

て， 百数十年間独自の発達を遂げたことは特筆すべき

ものがある.

周知のように徳川期に入って，幕府の鎖国政策によ

って，本草学は，広汎な領域にまで及んだが，とりわ

け，蘭人と交易するこ とを長崎出島の地でのみ許し，

当時海外知識の源泉であった和蘭書等の輸入も，わず

かに医書，泰西本草の名のもとにこれを許したもの

で，それらがやがて明治維新開化のもととなり，新知

識の導入となっていたものである。 ，

すなわち，わが国の本草学発達の歴史は，明治維新

以前の学術史，科学史を形成し，蘭学洋学史にもつら

なり，名物，物産はもとより医学，生物学，博物学，

民族学，考古学その他，言語，音楽など百般の学芸に

かかわるものであった.

江戸の蘭学者であった字国川格庵が，翁に宛てた書

簡中には「本草学は尾張の名古屋に止まり，何分お盛

んの由お羨しく存じ候」と述べて，当時の盛況を歎称

していることでもうかがわれよう.

尾張本草学の盟主，水谷豊文は天保4年 (1833)3 

月に死去して亡き跡，圭介翁は東海地方における本草

同好結社である挙百社の中心的存在となって， 同志の

人たちの研究指導に当たられた.

この尾張嘗百社は，翁の実兄で尾張藩の医学総取締
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りの任にあった医学館の塾頭大河内存真が，中国の炎

帝神~が百草を嘗めて薬効の能毒を知ったという故事

から採って名付けたもので，同志は互に和漢名の当否

や効用などの研究をしたほか，広く山野を殴渉して博

採精窮実験審視につとめ，毎月集会して互に研究討論

し，薬品会，或は本草会などと称して藩の医学館とも

携え，普く多くの人々にも見せたり， またその記録を

広く印刷するなどした.今日これを産業，文化，学術

上などからみても特色があり ，その一端は「尾張名所

図会」など当時の書物について知ることができる.

圭介翁は14・5才の頃から父兄や師の水谷豊文，そ
の他の先輩や同志の挙百社員の人たちと，尾張，三河

伊勢，志摩，美濃，信濃の各地をはじめ，商は近畿，

tド国，九州各地から，東は関東一円にまで，山野を歩

き，晩年なお90才ごろまで、採薬に努めた.

特に翁が，今から 113年前の安政5年 (1858)2月

に，名古屋袋町に旭国を聞いて内外の多くの薬草を植

え，また同園で同志と i時4本草会や例会を関かれた

が，現在その地は，名古屋テレビ塔の西数百米，亀末

広という菓子舗のある地に当たり，去る43年に杉戸現

名古屋市長ほか有志たちによって「きよくえんあと」

の碑が建設された.

また同じ安政5年5月には，翁をはじめ者百社員15

名の外，飯沼慾斎などの人々も加えて数日間，伊勢菰

野山へ採薬をされた.当時の模様や採品の目録などが

奉納様の2米程もある木板横領二面のうちにかかれて

宿舎の杉屋主人におくられ，長く同楼上に掲げられて

あって，戦前に市立名古屋図書館で翁の展覧会が関か

れた際，名古屋製薬株式会社から出陳されたが，その

際図書館で苦心して撮影せれた写真も，共に惜しくも

戦災で焼失した.それには翁の手跡で，採薬品目 365

品の名称や同遊の氏名などが墨書きされ，同行の画家

中野月備が着彩して， 当時の人々の採薬の模様を描写

した誠に貴重な文化財であって，今日に逃存して当資

料館にでも掲げることが出来たらと悔まれている.

また明治8年 (1875)2月に，翁が博物局から出版

せられた 1枚廊IJり「草木乾暗法Jは，有名な服部雪斎

の画を入れた日本最初の植物乾脂法を述べたもので，

今日では世上に余りみかけないが甚だ興味深いもので

ある.

翁の名をわが学界に不朽ならしめたのは，今から

142年前の文政12年(1829)10月，27才の時に名古屋で

出版された 「泰西本草名疏」付録共3冊の美濃判の本

であるが，これはスエーデンのリンネの高弟チュンべ

りの書いた 「日本楠物志」を反訳したもので，世界共

通の学術用語である学名とは如何なるものか，それを

和名即ち日本名と対照して，併せてリ}ンネの人工分

類，即ち植物界を大別した24綱の解説を付したもの

で，わが国へ紹介した最初といわれる.雄蕊，雌蕊，

種類などの学術用語は本脅から始まり，特に表紙に

は，俗間実のならないといわれた棟集の実と，咲かな

いといわれたイチヂクの花とを描出して，学理啓発に

意を用いられている.

この書物に，稚井(わかい〉八郎という人物が出て

おり，余程植物学に精通した人と恩われるが，同書に

は「伊豆ノ産今死スト云」と記載されている.かつて

牧野富太郎博士は，その事に触れて誰れであるかを解

明したいと述べられたが， これは当時蘭医として日本

に来て，我が闘の科学，天産物，文物制度一般をも広

く研究調査して，多くの名著述を出版し世界の学界に

寄与したシーボルトの名をかくして表現したものと思

われる

シーボルトは，文政10年 (1827)から翌年にかけ，

和蘭カピタンが江戸将軍へ例参するのに随行して，熱

田宮の宿を通り，その往復，名古屋本草家の水谷豊文

や大河内存真，圭介翁らは出迎えて会見して，当時持

参した動物鉱物等の標品を鑑定して貰い，色々と質問

や意見を交換した.その帰途シーボノレトは，三を介翁に

対し，是非長崎へ来て共に天産物などの研究をするよ

う再三勧めた.翁はl時に25才の青年であったが，両親

が老令で容易に承知されず，兄の大河内存真の助けで

ようやく許しを得て，約半年間長崎出嶋のシーボル ト

の鳴滝塾へ赴かれた. しかし父兄からは再三帰国を促

す使りが来て，やむなく辞して帰るに際して.5JIJれを

惜み，シーボルトから銭別にチュンベリの「日本植物

志」を貰い，頭陀袋に入れて顕に掛け，途中採集しつ

つ帰られた.ところが或る夜旅宿で，枕もとにおいた

この書物を盗まれて，失望落胆されたが，翌朝近くの

竹薮に捨ててあるのをみつけて，非常に喜ばれたとい

う.すなわち帰宅の後ち本奮をもとに，著述出版され

たのがこの「泰西本草名疏」であった.

翁がシーボノレトに熱田宮の宿で、出会われた時，翁の

師である水谷豊文が美濃園根尾山産の主主若(はしりど

ころ〕の標本を示してラテン名を質問し且つこれが目

薬になる薬草として教えられたといわれる.シーボル

トが東行したのち江戸の旅宿で，将軍の侍医土生玄碩

から眼科の秘薬につき教えを乞うた際，その代償に玄

碩が着用した葵紋の外套を要望され，玄碩はやむなく

死を決してこれを与えて教えを受け，秘薬を入手する

ことが出来た.この時，シーボノレトはただ 「宮JI宮』
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とだけ言。い，百方段差Eして尾張本草家達ちの助カを得

て遂に目的を達した.当時将軍から拝領の葵紋の時服

を外人に与えることは，死罪をもって厳禁されていた

が，万民を救うためよし自分は死罪となっても予め其

の術を子の玄昌に伝えておけばと遂に決断したという

ことである.

{再々シーボノレトが帰国するとき，暴風雨のためその

乗船が長崎港外で難破して，禁制jの品々が露見して，

いわゆ1.)シーボルト事件が起きて玄碩も入牢すること

になった，たまたま，将軍が庖涯を患い重き限病とな

り，玄碩を召し出して治療し，その甲斐あって将軍は

全快したので、爾来玄碩は罰を免れたといわれる，隠れ

た尾張本草家の功というべきであろう.

この外， 翁が今から130年以前の天保12年(1841)に，

わが国で始めて西医ジェンナーの種牛痘法を紹介した

「咲暗附国種痘奇書Jを名古屋で出版し，医家とし

て同志の人々と種痘やコレラの衛生予防に努め，また

明治初年には，医育機関の設置を藩に申立て，それが

今日の名古屋大学にまで発展する基礎となった.

、翁の著作は膨大な稿本資料，実に 1.万冊以上にも上

り，今日国立国会図書館を始め，名古屋市東山植物園

など，東西各地に分散しているが特に明治初年に文部

省で発行した「日本産物志J11冊があり，全国各地の

凡ゆる産物を広く記述すべくして惜しくも完成するに

いたらなかったが，今日，日本産物史上からみても非

常に貴重な労作であり ，また『東京学士会院雑誌』

に， 80才から93才まで‘十有余年関連載された 「花史雑

記」の論考は，学問上貴重な文献である.

。翁は明治3年 (1870)12月，大学出仕を仰せつけら

h68才で名古屋から上京し，明治12年3月77才で，東

京学士会院会員に選ばれ，学位令が制定され86才で，

理学博士第1号となられた.

植物学界の宝といわれた放牧野富太郎博士も明治14

年20才で初めて上京されて，当時79才の圭介翁に会

い， 翁Vこ頼んで書斎の横額の書や，竹と梅の函を書い

て貰い，その翌年には翁の「蕃椴図説」という書物を

おくられたと諮られた.

私はたまたま先年，牧野博士が翁に宛てた土佐国高

岡郡佐川村西町24番地から差し出した明治16年7月11

日付け墨書きのハガキでいろいろと植物について尋ね

られていることを知って，生前同博士から直接に私宛

のハガキにはIf'強いて言えば私は圭介翁の高弟小塩

五郎にタツタ一度だけ禾本科植物のウキシパについて

教えを受けたことがある』といわれて，翁については

何も諮られていないが，これらからすると同博士も尾

張学派の門流ということになると思われる.かつて，

牧野博士は私が本草学の打ちとめであろうと言われ

た，先生が，往時の尾張学派の本草学の盛時を回想、さ

れて，是非ともこれら先達の人々に負けないよう後進

の者の奮起を要望されたことがある.

先生によって今日ケイスケイ，或はケイスケアナな

どと世界共通の学名を草木などにつけられたものが20

種近くを数えることができる.

かつて，福沢諭吉は翁の 100才記念にその著書を出

版するよう企画されたことがあったが，その前年の99

才の死によって遂に実現されなかったこ とは， 真にわ

が学界のため千載の恨事であった.

明治32年 (1899)翁が97才のとき，博文館が創業12

周年に，当時広く日本の各層，政治，文学，美術，法

律，教育，科学，医学，宗教，軍事，農業，工業，商

業，各界から12傑を投票て、募ったことがあり，翁は科

学界を代表して選ばれ，その伝記が雑誌「太陽」の増

刊号として発刊されたことがあった.

日本の医学界の大御所として知られた名古屋大学総

長の故勝沼精蔵博士は，生前翁を尊敬され，30年近く

もその顕彰をつづけられて，今から14年前に，若い青

少年の科学教育の手本に，東京芸術大学山本豊市教授

制作の，翁の慈顔の座像を名古屋市の鶴舞公園の一角

に建てて多年の念願を果たされたが，これには愛知県

下の小中学生など50有余万人から寄せられた酸金200

有余万円で実現したものであることは，全国に類例の

ないことで誇り とするものである.

なお，翁に就ては，父や，兄，姉が事えも8，90才とい

う稀にみる長寿者で，しかも同胞愛が強かったこと，

絵画，詩文，書などにもすぐれ，何百という多くの傑

作が今日に残されて，家訓，処生司11についてもなお語

るべきこは多いのである.

圭介翁の死に際して特にて男爵を授けられ，葬儀に

はーカ中隊の儀伎兵そ差し遣わされたことは，独り伊

藤家の栄誉のみならず，尾張本草学はもとより，我が

学界の永〈誇り とすべきこ とで-あった.

なお，余事乍ら戦前翁の孫の伊藤秀雄農学士は大正

14年からl岐阜高等農林学校教授となり，胸を病んで退

官されて昭和8年2月，47才の若さで当地で亡くなら

れたが，その病床には，圭介翁を尊敬された勝沼博士

が名古屋から往診し治療に当られたと，生前の勝沼博

土から直接に伺ったことがあり ，その奇縁に驚かされ

たが，名古屋市東山植物園の水野前嵐長は，伊藤農学

士の教え子で，翁の資料の一部が同国に所有されて伝

えられているのも，まこ とに奇縁と思われる.
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飯 沼慾斎 先 生につい て

嶋野 武本

Takeshi Shimano : On the Master Y okusai linuma. 

The eminent harbalist; yokusai Iinuma (1782~1865) is also pioneer of medici nal plants in 

Japan， and learned old Dutch medical Science from Shinsai Udagawa and his son Yoan Uda-

gawa. While started medical practice at Ogaki in Gifu， collected Various plants for study. He 
built a small villa named “Heirinso" at Nagamatsu near Ogaki and described about his co-

llection of herbs wit many illustrations. Since 1856， he published “Somoku Zusetsu" (20vols)， 
the first book of botany in Japan， following the Linnes classification. Recently his manuscripts 

(27 voIs) were discovered in Mieji neer Ogaki. 

生い立 ち

天明2年 (1782)6月10日三重県鈴鹿郡亀山の豪家

西村新左衛門〈正しくは信左衛門だという〉の次男と

して生れた.幼名本平，長じて専吾.

12才のとき故郷を去り，叔父美濃大垣竹嶋町の飯沼

長意、に赴き，長意の斡旋で俵町の長意の弟である医師

飯沼長顕(初代飯沼龍夫〉に身を寄せた.18才ごろ京

都に出て医師福井丹波守について医術を学び，業終え

て美濃に戻り，長顕の長女阿宏、保と結ぼれて嗣子とな

勺飯沼姓を継ぎ医業に従い，名を長I1庚と改め二世飯沼

節夫となる.

蘭 方を 学ぶ

垂井の友人吉安三栄は蘭方が漢方に勝ることを説い

ていた.それによったのであろう江馬蘭斎〈小野蘭山

の門人〉の門人吉川琳安について蘭方を学び始める.

28才妻子を近親に託し，家財を売って(書籍講を起

したりした〉学資を作り，江戸に出て，津山藩医宇田

川榛斎の門に入った.榛斎はその志に感じたが，自分

は医務と競訳に寸暇を得ないため嗣子格庵および高弟

藤井芳亭について学ばせた.慾斎は毎日鍛冶橋の榛斎

宅から下谷の芳亭宅まで里余の間を往復して勉学する

こと 3年，この間浅草観音にも足を入れなかったとい

う勉学一途であった.

業を終えて美濃に阪り，蘭方医として再び開業し

た. r至誠居其業」を掲げ，医業大いに繁昌した.
本草学との関係.

*岐阜薬科大学学長

Adress: 3-14， Kumoicho， Gifu-Shi. 

若くして本草学に関心深く，寛政10年 (1798)(16才

のとき〉には小野前山が採薬の途次(幕命でなく ，個

人的のものらしい.文化元年(1804)9月28日舟にて

波州大垣に至ると日記にあるのが幕命によるものであ

る〉を自宅に迎えて，師弟の約を結び採薬に随行して

その学識見聞を大いに広めた. (蘭山との師弟関係は

慾斎が京都に出てから始まったのではないかと白井光

太郎博士はいう.)蘭山没後は名古屋の本草学者水谷豊

文の指導を受け，美濃にあって医業の傍ら本草研究者

としても著名になる.

平林荘にこもる

天保4年 (1833)52才のとき 医業を夫人の弟健介

(長顕の次男，長栄，三世飯沼飽夫〉に譲り，大垣城

西長松(現在大垣市内，国鉄垂井線の分岐点近く〉に

平林荘を建て隠居する.号慾斎(器用で何んでもでき

たから慾ばりの意味で‘つけたので、あろう といわれる.) 

ほとんど客を絶ち閉居し一意専心植物研究に打こみ，

10年の年月をかけて草木図説30巻を作った.平林荘が

落成したとき，頼山陽門下で能文の後藤春草(名は

機，号松陰〉が平林荘記を作った.(r三重県植物誌」下

巻に全文がある〉

慾斎 の死

慶応元年 (1865)5月5日84才で逝去，法名徳、量;院

釈道全信士.墓は大市本町縁覚寺内の墓地にある.墓

碑は明治31年墓地整理で取除かれ，単に飯沼氏先祖代

代之墓と記された墓碑下に合記されている.

明治32年 (1899)3月有志により先生顕称の碑が，

大垣公圏内に建てられた.戸田伯爵(旧大垣藩主〉が
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象し， 伊藤圭介が文を撰したとある.明治42年9月贈 央に泉石ゃあずまやがあったので、あるが，日野氏によ

従四位. り天理教本真分教会が設けられ， さらに最近の増築等

勝 葉

大部分大正4年 (1915)11月東京帝室博物館に納入

されたが，関東大震災で烏有に仮したといわれ，その

後国立科学博物館，大垣中学校等へ子孫から一部寄贈

され，飯沼家には現在ほとんど保存されていない.

肖像写真

増訂草木図説第一輯巻頭に掲げられた肖像写真は，

写真術が伝わったH力代，長男百蔵等が蘭書により研究

撮影したもので，慾斎76才ごろのものと記されるが，

七代竜夫飯沼守ーは，これは慾斎肖像ではなく百蔵の

写真であるという.慾斎の写真は 「三重県植物誌」下

巻，および波飛偉人伝にある.

平林荘

牧野富太郎博士は，明治30年ごろ草木図説の増訂に

従われて平林荘を訪ねられたのを回顧して r平林荘
は慾斎の別壁の名で，大屋城を西に距る一里許りの長

松村にある.慾斎50才のとき医業を継嗣に譲り，長松

村の地を相して別業を営み，学問所，花園等を設け，

客を絶ち専心一意実地に諸種の草木を研究し，独力を

以て「草木図説」の編著に従事した. r平林荘Jの属

額が門に掲げられた.そこを訪ねたとき，ちょうど慾

斎遺愛樹のトウ ツパキが開花していたので早速にこれ

を写生して，その記念図をその後に出版した「新撰日

本橋物図説」に掲げたことがあると

昭和 5 ~ 6 年ごろには相等荒廃し， 所有も飯沼家か

ら戸田家の手に移ったが，なお往年慾斎が各地から採

集移植したものの中，ハナノキ，フウ，テンダイウヤ

クその他が相当残っていたという .

平林荘の土地は，往古の砦の主u:で，1521坪であった

が，その後前記の戸田氏から，江)11，富山両氏へ363坪

を分け，残り1158坪が昭和24年日野氏の所有となった.

慾斎使用当時の木造建物は，相当腐朽していたとこ

ろへ，昭和19年12月の地震で大破したので取り壊さ

れ， 日野氏によりその跡に建物が新築されたので，建

物については当時を偲ぶことはできなくなった.

旧建物は6畳2室，外側は廻り廊下となっていた由

であり，現在ある沓石は元のままだという.近隣の人

は御殿と呼んでいたそうで，庭内には老木奇樹が生い

繁っていたのであるが，終戦後老樹等は切り倒され，

昭和24年にはカ、ン，ゲッケイジュ，ドウダンツツジ，

ミツパツツジ等60有余種の草木が雑然と繁る状態にあ

った.

地所は比較的低湿で，圏内には月見の丘が築かれ，中

により大分面影が失われたわけで‘ある.しかし入口の

門や垣には盛時を偲ばせるものがある.西北隅には厄

けの祭神， 長日立神社，水神，稲荷等の四社を祭る古い

|徐社殿があり，その前方には池がある.昔にはし、ろい

ろの鳥もおりたち，松茸も自然に叢生したという.

慾斎在世中は平林荘裏地続きに，養母の生家がる

り，慾斎の娘き伊がその当主吉田登内の妻となってい

たとし、う.

慾斎がよ く採集に出かけた伊吹山は酋北へ8km，養

老へ南西6km，多度，菰野の山々も近くに見える.国

鉄垂井駅は西2kmである.

慾斎は足が悪かったので，伊吹山採集のときなどよ

く潟箆に乗っていったという.

「草木図説」の概要

草部〔前編)20巻，木部(後続)10巻，禾本，tt-

草，無花部および草部補遺等lO巻，合計40巻を作る予

定であったらしいが，草部の著述を終え(嘉永5年

(1852) 3月〕ついで木部の稿がなろう として物故さ

れ， 完成を見なかったのは残念であるが，岩崎港園の

「本草図譜J92巻と並んで、，日本の植物分類学上に誇

り得る著作である.

はじめ草部5巻が安政3年 (1856)に出版されてか

ら6年の聞に4回に分け20巻が出版され，世に行われ

た.r草木図説前編」標題のある黒表紙の本である
慾斎没後嗣子長栄も没したため，久しく絶版の形と

なった.後田中芳男(伊藤圭介高弟〉小野職懇(蘭山

曾孫〉が若干の校訂を加え黄色表紙の「新訂草木図説」

と題して明治7年再版し，明治40年~大正2和に牧野

富太郎博士により「増訂草木図説J(洋本， 4揖〉が出

版された.

初l坂出版後も，慾斎は常に訂正を怠らず，版本の処

々に訂正文が貼付してあるのが認められる.

木部lO巻は出版に至らず，稿本は上野図書館所蔵と

いう.回中芳男は緒言に官に納めたから遠からず上梓

されるだろうと述べている.

図説上梓に至る模様は，r草木図説前編」に見られる.

泰西植物学はリンネの学則により Houttynが著述

をなしてから大いに備ったcr草木図説」はこれに拠っ
たものである).日本では字国川裕庵が「植物啓原」を祖

述し，伊藤圭介は「泰西本草名疏」を著して日本におけ

る泰西植物学を樹立した功は偉大であると先人を称揚

し，続いて本書著述上のことを述べ，顕微鏡を使用し

たこと，あるいは参考の図書10数部であったこと，古
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ある.

山本亡羊の 「草木図説前編」序によると，慾斎は亡羊

に植物の疑義を正し，歳末には謝礼を送ったことが判

る.文中慾斎蛮語を請し夷1青に通じてこの書をなした
といっているが，伊藤篤太郎博士(圭介の孫)による

と，初代竜夫三男飯沼良吉が，長崎の吉雄塾に起居，

圭介とはシーボノレト門下として知友であったが，頗る

蘭文和訳に長じ，慾斎の図説編集の際は，引証の蘭書

中難解の時には良吉の補助を受可ことが多かったと圭

介翁がら聞いたという.

また伊藤圭介の序によると，安政5年に尾張嘗百社

員一同慾斎の喜寿を祝い，慾斎とともに伊勢の菰野山

に数日滞在して山野採集，一行中圭介はもちろん，慾

斎が指教を受けた吉田平九郎，田中芳男ら尾張，美

濃，伊勢の本草家が参集して盛大であったという.吉

田の名は図説中雀巣隠として記されている.

なお，図説の図はすべて自身に写生したものであ

る.図説に入れる木版図の板下も悉く自ら描いた.他

人に描かすと，と もすると誤りが生ずるのを案じたか

らであるという.顕微鏡も洋書中のものを参考にし

て，名古屋の銘り職に作らせたものである.

遺稿の発見

慾斎の原稿27巻が，昭和32年大垣市文化審議会によ

り江崎美奈子宅(岐阜県本巣郡巣南町美江寺，祖母が

飯沼家出)で発見された.有害J本中に収載の植物点数

は1622，この中359が「草木図説J20巻中に収められて

いないものでイネ科，カヤツリクサ科，シダ植物が大

部分であり ，記載は刊行されたものと同形式である.

現在栽培困難と思われるようなものも植栽されていた

ことが認められる.

(家系) 夫

庵

出

地

縁

い

歳

代

蔵

斎

川
子

百
四

権

輿

回

養

一

一

一
宇

一
「

夫

夫

十

電

車

同

町

代
斎

代

順
二
慾

ン

栄

三

長
1
|

|

シ

長
-
一

一長若;

|一長顕
初代龍夫ー

飯沼長義

医藩納

作

士

日

加

恵

良-
一 一外に四女

一介平
早世

一一1一周蔵

一富助

一長短…

ートセ

稿本は美濃紙二枚折の和綴本， 一冊大体70枚，右半

面に写生図を記入採色してから二つ折としたものらし

い.後半面には別の美濃紙をはりつけるか，または直

接に，その植物について， 採集地，渡来植物ならばそ

の渡来国か渡来船の国名， 一般に多く産する地域を書

き，次に形態を記し，外国書等により植物名を定め，

ラテン語による学名およびオランダ名が記されてる

り，参考書にないものはその旨が記入しである.

産地については慾斎自身採集したものは rooにて
得る」 となっており ，再三採集されたものはroo産」
としたものと恩われる.他人により採集された場合は

「其はxxにて得る」 として区別が明らかであるから

である.勢，江，波，尾，加(白山〉信，越におよぶ

産地が認められ，伊吹，養老，菰野等の近隣の草木が

最も多く採用されている.

採集年の明らかなものほ，草木図説に記載されてい

ないものの中3種で，ショウキランとシャクジョウソ

ウは伊勢菰野で安政5年 (1858)76才のとき，ホソパ

ノヒカゲノカズラ(正しくは)タカネヒカゲノカズ

ラ〉は白山で，弘化2年 (1845)63才のとき採集した

ものである.

その他の著書

晩年は植物を専らとしたが，若年の時代は動物をも

研究されたことが魚諮，虫諮等のあることから察せら

れる.

南勢海藻図諮・l冊42枚，南勢菌諮6冊 142枚，南海

魚譜4冊95枚，禽部及び獣部 l冊51枚，魚部1冊31

枚，虫部及び介部 1冊30枚など南勢の産品について主

として記述されている.

以上の記文は吉川芳秋氏 「尾張藩医科学史孜Jに負

うところが多いことを記して感謝の意を表する.

一専吾
早世

一耕作
高橋氏より養子

一l 五代竜夫

一本平
六代竜夫

ーラン蔵 一専吾 一一守一 一一順三
七代竜夫 当主医師
(岐阜市端詰町)

師医
治
主
俊
当

子立一品美的江んゆし
助
ト
ふ

之

や

訂

一



10 楽史学雑誌

内藤くすりの博物館

清水藤太郎*

Tootaro Simizu : ON THE NAITO PHARMACEUTICAL MUSEUM IN JAP AN 

The Naito Pharmacy MlIseum was established June 12， 1971， in EISAI INDUSTRIAL GA-
RDEN， Kawashima， Gifu-ken， about 30 km north frow Nagoya City. This first museum of 

pharmacy in Japan was founded by Mr. TOYOJI NAITO，former president of EISAI PHAR-

MACEUTICAL COMPANY， Tokyo. 

わが国最初のくすりの博物館が，名古屋の北，約30

キロ，岐阜県羽島郡川島町のエーザイ工圏内，内藤記

念館内に設立され，去る1971年6月12日 I内藤記念

くすり資料館 “TheNaito Pharmaceutical Museum" 

の名で開館式が行なわれた.この地は，東海道線，尾

張一宮駅からパスで川島中学校前下車，徒歩7分，東

京から新幹線で名古屋へ2時間，ここからタクシーで

約40分，大阪からは2時間で到達する.内藤記念館

は，飛騨の白川郷に残された合掌作りの三角形の民家

を模して建築した鉄筋コンクリート 6階建の家屋で

1， 2階は大講堂と小会議室で，くすりの資料は主と

して3，4， 5階に陳列しである.なお約6000m2余

の薬用植物園が付属している.

この博物館は， くすりに関する資料を調査研究，教

育するための展示を主とするもので，国際博物館会議

International Council of Museums (ICOM)による

と，博物館は「文化的，学術的意義の深い資料を収集

し，これらを研究，教育及び楽しみのために保管し，

展示する常設機関はすべて博物館とみなす」と定義し

ている.日本の博物館法によれば「歴史，芸術，民

俗，産業，自然科学などに関する資料を収集し，保管

(育成を含む〕し，展示して教育的配慮のもとに，一

般公衆の利用に供し，その教養，調査研究，レlクリ エ

ーションなどに資するため必要な事業を行ない，あわ

せてこれらの資料に関する調査研究することを目的と

する機関」とある.要するに博物館は，収集，保管す

るだけでなく，それらを展示し，番人と説明者を必m要

とするのである.

わが国では，明治4年，文部省博物局で初めて Mu-

seumを 「博物館」と訳し，明治5年， (1872)，文京

区湯島聖堂の大成殿に博物館を設立し，美術，歴史，

博物を収集した.その後，各地に都道府県立及び私立

本東邦大学名沓教授， Adress: 5-781 Aioicho， 

Naka-ku， Yokohama-shi， 231， Japan. 

の博物館が50館もあり ，科学博物館と称するものも多

いが 「くすり」を標携するものはない.数年前，個人

的に，東京文京区に大槻彰氏の収集があり，また愛知

県新城市に，三原薬局大原紋三郎氏の「大原薬業資料

館」があり，各薬科大学及び古い製薬会社には，教育

及び保善の目的で，多少とも薬に関する収集品が展示

されているが，一般には公開していない.

博物館は，英語，ドイツ語で Museum，フランス語

で Museeという.この語はギリシヤ神話の最高の神，

ゼウス Zeus(Jupiter)と女神 Mnemosyneの聞に生

れた美しい9人の女神，いわゆるミューズ mousa(英

語 muse)に奉仕するアテネにある殿堂の名で，ギリ

シヤ語 mouseion，ラテン語 Museumという.ミユー

ズは音楽，美術，悲劇， 喜劇，恋愛や天文などを担当

する女神であって，この殿堂は，女神を礼拝するだけ

でなく，図書館や宝物の倉庫でもあり，知識と愛の殿

堂であった.

紀元前280年，エジプト王 Ptolemyがエジプトのア

レキサンドリアに博物館を設け， museumと名ずけ

た.この博物館には，彫像，供物，天文器械，外科器〉

械， 象~や希有動物の皮などの天産物を収集した， 研

究所もあって，神話から，地理，哲学，動物学，宗教

から医学に及んでいる.

その後のヨーロッパは，いわゆる暗黒時代であっ

て，この種のものはほとんど発達を見なかったが，よ

うやく 15世紀，ノレネーサンス時代となって， 古典的遺

物を賞美し，その獲得と保存について熱心な要求があ

らわれ，これらの収集を記述する場所を Museum と

いうようになった.

古い博物館は，多くは博物学者の私的収集物で，楽

学関係で最も古いものは，スペインの Sevilleの Ni-

cholas Monardes (? -1578)がアメリカ大陸から輸入

したもの，及びドイツの ValeriusCordus (1515-1544) 

及び AndreaCesalpini (1519-1603)の植物標本があ
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り， 菅の公設博物館の最も珍らしいものには，くすり

関係のものが多く ，一角獣の歯牙の一角は多くの博物

館にあり，薬用のミイラも評判になり，薬局用具の美

術的マジョノレカ焼の薬登や乳鉢などが多数に収集さ

れ， 17世紀には， 薬庖や製薬室全体が復原され保存さ

れるようになった.

その後欧米では，各地において各種の博物館が発達

したが，19世紀において薬学の歴史的興味が増大し

て，この20世紀にかけて薬史学的博物館が各地に設立

されるようになった.今くすり健二関する収集物を展示

している博物館は，George Griffenhagen: PHARM-

ACY MUSEUM， 1956による と， フランス38，ドイ

ツ12，ハンガリ ー11，イギリス 9，ベルギー，オラン

ダ8，オーストリア 6，デンマーク5，ユゴスラピ

ア，スベイン，スイス 4，ノノレウエー 3，チエコス ロ

パキア，ルーマニア，スウェーデン2，その他1ヵ所

ずつで21カ国に124ヵ所の博物館があり，アメリカ合

衆国には，25州に55カ所がある.くすりに関する独立

したものもあるが，科学や医学と併置されたものもあ

り， 1970年，エーザイの内藤豊次氏は欧米の15カ所の

くすり博物館を見学している. 6月12日，内藤くすり

資料館の開館式に招待した Dr.Hamarneh氏は，アメ

リカ最大の国立博物館，ワシントン市のスミソニア γ

博物館 SmithsonianInstituteの医薬部長で，この博

物館は1846年の創立で，古くから医学，薬学に関する

資料が収集され， 1883年からアメリカ薬剤師会の収集

品も委托されている. 6月12日， くすり資料館の開館

式及び13日の日本薬史学会講演会には約50ページ以上

にわたる講演記録 Dr.Sami K. Hamarneh: Temples 

of the Muses anb a History of Pharmacy Museum. 

Prepared for the opening ceremony of the Naito 

Museum of Pharmaceutical Science and Industry 

(The first public museum of pharmacy in Japan). 

June 12， 1971.を残している.

今年の万国薬史学会の国際会議 CONGRESSUSIN-

TERNATIONAL1S HISTORIAE PHARMACIAE 

PRAGAE， 20. -25. Septembris 1971.はチエコスロ

パキアのプラハで閲らかれる.清水が本会を代表して

出席する予定である.

Establ.1870 

HEIANDOO PHARMACY 

5-78 Aioityoo， Nakaku， Yokohama， Japan. 
Tel. Yokohama: 045-681-3232 ; 3233. 

Dr. TOOTAROO SIMlZU， Pharmacist. 
Professer of Pharmacy TOHO UNIVERCITY， Tokyo 

Member of THE JAPANESE SOCIETY OF HISTORY OF PHARMACY， Tokyo. 

Member of L' ACADEMIE INTERNATIONALE D'HISTOIRE DE LA P!iARMACIE. Pays Bas. 

Member of Internationale Gesellschaft fur Geschichte der Phamazie e. V.， Stuttgart. 

Member of the American Institute of the History of Pharmacy， Madison. 

HUZIO SIMIZU， Chief Pharmacist. 

創業明治 3 年

平
.......，L.". 

Zζ 堂 薬 局
横浜市中区相生町5-78(馬車道)
電話 (045)-681-3232， 32.33 
東邦大学教授 薬学博士 清水藤太郎

薬局長薬剤師 清水不二夫
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欧米の医薬系博物館を訪ねて

内藤豊次*

Toyoji Naito On the Visiting of Medical and Pharmaceutical Museums in Europe 

and America. 

For two months， from September to November 1969， 1 visited several museums dealing with 

the hea1th sciences in Europe and the United States and this visit gave me the opportunity 

of collecting much useful information. Also the added advantage of discussions with the 

curators of these museums， whose knowledge and experience were freely shared with me， 

have been immensely helpful in bringing to matrialization "The Naito Museum of Pharma-

ceutical Science and Industry". 

昭和44年の 9月下旬から約 2か月間にわたり欧米各

国の医薬系博物館を歴訪した.実は日本n::於けるく す

りに関する古くからの資料や図書を一堂にまとめて薬

学や薬業関係者It:伝える施設を当財団の公益事業のー

っとして計画したのであるが，何分にもまだ日本では

それに類するものがない.しかし欧米ではどの国でも

ーないし数カ所は持っていることを知ったので，その

主なるものを視察して当財団で新設するものの参考と

したいためからであった.

まず清水藤太郎博士の紹介を得て，オランダ， ドイ

ツ，ア メリカ， フランス等の薬史学会と連絡し，いろ

いろのアドバイスを得た.これらの学会から「ぜひ乙

乙だけは見ておきなさい」と奨められた医薬系博物館

のリスト は，とても 2か月の旅程では見切れる数では

なかった.そζでこれらの資料にもとづき， 日本薬史

学会の清水藤太郎博士，木村雄四郎博士，それに吉井

千代田氏等n::相談して訪問先を選定し， 何とか2か月

間の旅程l乙収まるようにした.その結果，スウェ ーデ

ンやデンマークなどのjじ欧諸国，イタリアやギリシャ

などの地中海諸国，中南米などは，医薬系博物館から

ぜひ来て欲しい，との招待状が来たにもかかわらず，

日程n::組み入れる ζとができず，次の機会K譲った.

9月中旬K東京，羽田空港を出発し，まずモスクワを経

由し，イギリス，オランダ，スペイン，スイス， ドイ

ツ，フランスを視てアメ リカl乙渡り ，ニューヨ{クか

ら西部海岸に向けてアメ リカ大陸を横断する ζとにし

た.9月下旬のモスクワは秋が深く ，美しい紅葉の季

節であったが，乙の紅葉を追うように南下して各国を

*内藤記念科学振興財団理事長，Adress: 10-6， 

Koishigawa 4 chyome Bunkyo-ku， Tokyo. 

回わり 2か月間どの国でも=秋ミを追いかけながら

旅をした. 以下はその主なるものの所見である.

I イギリス The Wellcome Institute of 

the History of Medicine 

館長のc.A. Sizer氏の案内で見て回わった.ウ
エノレカム財団 (TheWellcome Trust)の下に，The 

Wellcome Historical Medical Museum and Library 

と研究助成部門と，製薬会社 BarroughthWellcome 

があり ，更にこの BarroughthWellcomeの中に The

Museum of Pharmaceutical Scienceがある。Euston

Roadにある TheWellcome Historical Medical Mu-

seum and Libraryは，創設者 SirHenry Wellcone 

が趣味として集めたものに，さらに順次買い足しまた

は寄附を受けて現在約5万点の史料を持っている.現

在の建物ではとてもこの5万点の史料を収納できない

ので，郊外に倉庫を建てて保存し，このピノレにはその

一部が展示されている.

私達が訪ずれたときは 「第一次大戦時に軍隊で使わ

れた医療用具」という特別展示をしていたが，展示場

， のうちの%に特別テーマを展示し 3か月ごとにテー

マをかえて陳列している.残りYJの展示場は，ほとん

ど普遍的なもので，同一系統のものを5年間展示す

る.もちろんこの間に，同系統のもので更によいもの

があれば入れ替える.

ウエノレカム財団とし、う財団の下部組織として，医薬

博物館があり ，研究助成をする財団の経費によって博

物館が経営されている.特に注目すべきは，付属のラ

イブラリーで，約25万冊の雑誌 1万部の文献類，10 

万点の医薬に関する文書や手紙が保存されており，研
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究者に利用の使を与えているが，特に薬学，医学の歴

史を示す印刷物を数多く出版し，安い値段で研究者に

提供している.また英国人だけで、なく，世界各国の学

者がこの出版局の編集陣に参加している.

一般には公開されないが，製薬部門の Barroughth

Wellcome に属する TheMuseum of Pharmacential 

Scienceには，社員の研修用に使われる視聴覚教材が

あり，例えば循環器の机に座れば，循環器の構造，生

理， 疾病，治療に用いる薬物等が，数日寺間でスライド

や音声によって理解できる仕組みになっている.製薬

会社だけでなく ，大学などの学生用にも応用できる教

育方法の一つで、あろう と思われた.

館長の Sizer氏の話では，アフ リカや中近東や東南

アジアは， 昔，英国の植民地があった関係で，いろい

ろの史料を持っているが，日本についての史料に乏し

く，ぜひとも今後は内藤記念くすり資料館と協力して

史料の交換をして欲しいとのことであった.

11 イギリス Royal College of Surgeon' s Museum 

Lincoln' s Inn Fieldsにある王立外科医師会博物館

を訪問，館長の J.Dobson女史の案内で見て回わっ

た.これは医師用の博物館で，英国の医師が活躍した

世界各国一一特に英国の植民地だった国々ーーから持

ち帰った標本の博物館て、ある.人聞はもとより ，象や

牛などの数多くの標本が集められている.日本の大学

の医学部の標本室を大型化したと思えばよい.何百年

前に用いられた人間の血管だけを取り 出し た標本と

か， ミイラとか，奇型児とか，めずらしい疾病のある

臓器とか，あるいは古い手術用具とかが陳列されてい

る.お医者さんには一回見ておかれたらよい博物館だ

と思う.

IIIイギリス TheMuseum of the Pharmaceutical 

Society of Great Britain 

これは博物館というよりも，薬剤師会の会館の応援

問や階段に，古い薬萱や歴代の会長の肖像画や薬剤師

の歴史を展示したものである.

IV オランダ Amsterdam Medisch 

Pharmaceutisch Museum 

アムステノレダムの Koestraatにあるアムステノレダ、ム

市立医薬博物館を訪問，館長の WittopKoning博士

の案内で・見て回わった.

この博物館は19世紀にオランダ市の医師会および薬

剤師会から寄附されたもので，現在は市の所有となっ

ている.従来，市立博物館の一部に展示されていたが，

建物の工事および見学者が少ないために，現在の場所

に移転した.しかし近々新しいビノレができるので，移

転して，近代的な展示方法にしたいとのことである.

古い建物で，しかも仮住いなので，展示物が所狭し

と並んでいる.ただ，世界最初の人工腎臓(木製〉とか

ジェ ンナーが種痘に用いなメ スとか，医学関係， 薬学

関係には面白い展示物があるが，いずれも骨燕品的な

ものである. オラ ンダやベルギー各地方の Apotheek

の調剤室や実験室がそのままの姿で保存されている.

なお，われわれが日本から行く というので Koning

博士は昔，オランタが日本に薬を売ったときに用いた

ラベノレの復製したものを記念品としてくれた.

V スペイン Muses de la Farmacia 

Hispana 

マドリッド大学薬学部付属薬学博物館を訪問，同大

教授，G. F Jou博士の案内で見学した.

米国薬史学会の会長から，ぜひともここだけは見て

くるようにとのすすめがあったが，訪ずれてみて非常

におどろいた.日本ではこのマドリアド大学の薬学博

物館は，余り話題にならないが，おそらく ，陳列品

数，内容，規模において，こと薬局関係の史料におい

ては世界最大のものではなL、かと思う.

スベインの音の練金術盛んなころの実験室から植民

地時代を合めたスベインの薬局が現物のままで保存さ

れており (4室)，さらに薬萱，天秤，製剤j器その他，

薬に関するあらゆる史料が，大講堂の中に数多く陳列

しである.薬学部の学生に薬史学を教えるためのもの

で，一般にPRされていないために知られていないと

のことである.たとえ入場料を取っても，参観者が来

るほど立派な薬史館である.薬学部の付属施設とし

て，これほどの史料を持っているところは，欧米にも

その例がないと思う.ここでは，薬萱も数え切れない

ほどあるが，学生にも，どれが本物でどれが偽物であ

るかなども教えているとのことである.

この薬史館は，案内してくれた G.F. Jou博土の

父君が，やはりマドリッ ド大の教授であったときに設

立されたもので，親子二代にわたり ，薬史学の教授と

して集積， 完成されたものである.

日本と余り交渉がなく ，日本の薬史料が少ないので

ぜひ今後は史料を交換していきたいとの希望が出され

た.スベイ ンは英語を話す人が少ないので，日本人で
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ここを訪ずれる人は少ないらしいが，薬史学に輿味の は，1937年に設立され，翌1938年にミュンヘンで、開館

ある方で・マドリッドを訪ずれる方は，ぜひともこの薬 したが， 1944年に戦災を受け，ハレベノレグに移った.

学部付属薬史館を訪ずれられることをおすすめする. その後1957年に今のハイテ.ルベノレグ域内に移転した.

VI スイス Sch weizerisches Pharmazie-ー

-Historisches Museum in Basel 

ノミーゼル大学薬学部付属のスイス薬史館を訪問.一

般には公開されていないが，さすがに製薬都市だけあ

って陳列物は他の薬史館と異なったものがある.建物

も小さく ，展示物もさほど多くはないが，製薬の歴史

が年代I1頂に展示されているので，見学者にとってはわ

かりやすい展示方法になっている.ただ一般公開用で

はないので，ほとんど説明がない点が物さびしい.

人肉が薬だと信じられていた時代，ミイラや人間の

油や死人からとったエキスが病気の治療に役立つと信

じられていた時代，蛇や鳥のミ イラが効くと信じられ

ていた時代，薬草の時代，宝石類が効く と信じられ，

これらを粉にして飲んだ時代，銅，鉄，金属などの鉱

物や合成薬，抽出薬に移っていく時代が，史料によっ

て陳列されている.ここで特に素晴しいのは丸薬，い

わゆる錠剤のコレクションで・ある.パリの蚤の市はい

うに及ばず，長い間かかって世界中から集めたとのこ

とであるが，16世紀ごろからの錠剤が数多く集められ

ている.領主の家紋を刻印した10円金貨を5枚ほど重

ねた古い錠剤から，何世紀も前の各種の形状の丸薬や

錠剤が集められている.おそらく ，錠剤の歴史に関す

る史料は世界ーであろう.誕生石の起源が，たとえば

4月ならば，夕、、イヤモンドをつけていれば病気が治る

と信じられ，現在の薬と同じ意味で用いられていた名

残りだと知ったのもここの薬史館である.

薬局というよりも，薬そのものの発達の歴史の史料

を集めたのは，さすがに薬の都だけのことはあると思

う.

VII ドイツ Deutsches Apothekermuseum 

ハイデノレベノレグ、域内薬史館を館長の WernerLuck-

enback博士の案内で見学した.

ハイテ.ノレベノレグ城内薬史館の通称て‘知られているこ

の薬史館は，よく宣伝されており，ハイデノレベルグ城

とい う古城に展示されているので，観光場所としては

訪ずれる人が多いと思う.

この薬史館は，ハイデルベルク。城の一部を市から借

りて展示しており ，運営に要する費用は入場料と財団

その他からの援助で経営している.このドイツ薬史館

現在の展示物のうち，35%のものは設立時に持って

いたものであるが，残りは順次寄付または買い足した

もので，展示物のうち8割が寄附によるもの 2割が

買い取ったものとのことである.ドイツ薬史学会の全

面的な援助のほかに，各国の楽史学会とはできるだけ

連携している.記念くすり博物館とは，今後，展示物

の交換を行なっていきたいとのことである.

VIII フランス La FacuJte de Pharmacie de 

Paris 

パリ大学薬学部長 PierreMalangeau博士と教授

Georges Dillemann博士を訪問，ここで特に立派なの

は，生薬の標本室である.世界各地から集められた生

薬の標本が約2万5千種ほど展示されている.日本の

生薬の中には木村雄四郎博士から寄附されたものもあ

る.国別(生産国，使用国別)，用途別(適応症別〉に

系統的に整理分類して保存，展示してある.

なお両博士は，フランス薬史学会はもちろん.世界

薬史学会の重要メンバーでもあり ，内藤記念くすり博

物館もこれら薬史学会のメンパーに加入するこ とをす

すめられ，加入した.各種の薬学史料の交換を強く望

まれた.

IV フランス Musee l'Assistance Rublique 

a Paris 

休日ではあったが， パリ慈善病院付属博物館を

Pierre Pignard博士の案内で見学した， ナポレオン時

代に貧民救済のための施療院として建てられた病院の

建物が，現在は医学薬学歴史館として使用されている.

ナポレオン時代から古い医療用具など，施療院で使わ

れていたものが数多ぷ集められている.あいにく修復

工事中で、全部を見学で、きなかった.現在はパリの医師

会が経営する Hopitawcde Parisの付属施設となっ

ている.

X アメリカ Philadelphia College of 

Pharmacy and Science 

フイラデ、ノレフィア薬科大学を訪問，学長の Arthur

Osol博士自ら， いろいろな史料や施設を案内してく

れた.

1821年創立という，米国では歴史ある薬科大学だけ

に，研究用に用いられた史料が保存されている.同校
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の名称は，最初は PhiladelphiaCoIIege of Pharmacy 

であったが，薬学だけでは薬のことは解決できないと

いうので，医学，化学，生化学その他の講座を増設拡

充し，特に医学方面の教育にもカを入れているとのこ

とで、ある.さらに Pharmacyだけではダメというの

で，校名も Pharmacyand Scienceと変更したとの

こと.

現在は日本人の留学生がし、ないが，ここを卒業した

日本人も多く ，今後，日本の薬科大学ともいろいろ交

流していきたいとの学長の希望があった.

XI アメリカ Stabler-Leadbeater 

Apothecary Shop 、

ノミージ・ニア州アレキサンドリアにあるスタグラー ・

リードピーター薬局を訪問.1792年に建てられた古い

薬局で，現在は薬局は経営していない. 菅の米国 の

Apothecaryをそっくりそのまま残してある.

XII アメリカ Smithsonian Institution 

ワシントンにあるスミソニアン健康歴史館を訪問し

た.Smithsonian Institutionは国立博物館ともいわ

れ，米国最大の博物館であり，あらゆる種類の博物館

が集まっている.その一つ に Museurriof History 

and Technologyがあり ，この一部に HaIIof HeaIth 

と呼ばれる展示場がある.館長の SamiHamarneh 

博士の案内でつぶさに見て回わった.

医薬，薬学，医薬品，保健衛生の4部門から成り，

おそらく陳列方法においては世界にその類を見ないと

思われる.

一般に， 医薬歴史館といわれるものは，古いものを

数多く陳列しているにすぎず，一見骨蒸屋的な趣味か

ら抜け出せないものであるが，ここでは一般大衆や医

学生，薬学生に医薬の歴史，薬学の歴史，医薬品の歴

史，公衆衛生や保健の歴史を教えるためにつくられて

おり， 一巡すればそれぞれが一通りおぼえられるよう

になっている.例えば，医薬品の部分では，草根木皮

の時代から現在の合成薬までの歴史が一つのショウウ

インドウにま とめられ，抗生物質の展示棚には最初に

イギリスでベニシリンをつくったときの製造機から現

在の大型の製造機までが，また最初のペニシリンの現

物から現在の各種の抗生物質の種類までが，それぞれ

時代順に系統的に現物と図表を使って展示されてい

る.

Sami Hamarneh館長から聞いたところでは，実際に

展示されているものは史料のうちの何十分のーにすぎ

ないとのこと.史料のうち15%が博物館が買い取った

もので，残りの85%は一般から寄贈されたものとのこ

とである.

展示は永久展示，臨時展示，特別展示の3種に分

け 3年 4年 5年の周期で内容を変えるとのこ と

である.他の都市での展示会(例えば医学会，薬学会

など〉の展示にも貸出すことはあるとのこと.

一般大衆ばかりでなく， 米国の医学生，薬学生が勉

強に来るし，外国の医師団や薬学関係者も団体で見学

に来，そのあと講義を受ける人も多いという.

XIII アメリカ Hook Drugs HistoricaI Shop 

インディアナポリスにあるフックドラッグ薬局歴史

館を訪問。フックドラッグ社 (HookDrugs， Inc)の

創業期の古い庖そのままを新築したものである.昔

の調剤室などはそっくりそのままであり，陳列して

ある薬も昔のものがそのまま置いてある.庖の半分は

売庖になっており，ストーフFからコップまで昔の形で

そのままのものを作らせて使っている.売っているタ

バコもキャンディも，石鹸も， 30年前，50年前のもの

を作らせて売っている.コカコーラを注文しても〆発

売最初の頃のタノレ詰めスタイノレで‘売っている.われわ

れが50年前縁日で買ったようなアメや駄菓子も売って

いる.

前述の Stabler-Leadbeaterが開拓期の Apothecary

の典型を示すのに対して， これは米国の開拓期の

drug store というものがどんな姿でどんなものを売

っていたか一見でき，おもしろい.

XIV アメリカ InternationaI CoIIege of 

Surgeons 

シカゴにある国際外科医師会のHaIIof Fame and 

Museum of the History of Surgeryを見学した.こ

れは一般大衆，医学生，外科医に対して，外科の発展

歴史を示して，外科についての知識の普及向上をはか

るためのもので，加規各国から寄贈された各国におけ

る外科の歴史を示す史料が展示されている.古いメス

や絵画が展示されており ，その国における外科の発達

史がわかりやすく説明されている.

日本の間には華岡青洲の一代記が掛軸に画かれてい

る.日本の医学薬学も相当諸外国には知られていると

信じているが，私達が回わった医学薬学関係の博物館

においては，わずかにこの叢岡青洲の資料だけが日本

の資料として展示されていたにすぎないのは，ややさ

びしい気がした.
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xv アメリカ Museum of Science and 
Industry 

シカゴの科学産業博物館を訪問，館長以外の案内で

2日間にわたって見学した.スミソニアンと肩を並べ

る博物館であるが，他の博物館と比べて著しく異なる

のは，他の博物館がどちらかというと，過去の歴史を

展示しているのに対して，ここは過去の姿も展示して

いるのは当然であるが，科学と産業について現在と未

来を示しているものが多いことである.しかし現在の

状態について視聴覚にうったえる方法で，一般大衆に

もわかりやすく説明している.ここの展示方法はわれ

われの博物館の展示方法にも参考になるものが多い.

現在日本各地にある 「科学館」は，ここをモデルにし

て作られたものが多い.

この科学産業館展示物のうち博物館自体のものは10

%ぐらいで，各産業のメ ーカーまたは業種別協会が残

り半分を，さらに軍関係が半分をと，それぞれに会場

を貸与する方式である.

各企業体(会社，協会，財団等)とも，過去のこと

は余り触れず，現在の姿と将来の予想を示すことに力

を入れているので，入場者には興味深い展示となって

L 、る.

医薬関係部門では，アボット社，軍関係，薬学医学

編 集

の財団などから出陳されており，妊娠，小児マヒ，外

科手術，医学の重要性，薬学その他の各部屋に映画や

スライド，グラフなどがボタンを押せば現われるとい

う，素晴しい展示テクニックを用いて出陳している.

いずれもも各分野について，一般大衆の教育を中心と

したものが多い.

一 一-0一一一
概して，ヨーロ ッパの博物館は古いものが多く ，過

去のものを展示して，どちらかというと懐古的な蒐集

に重きを置いてあるのに対し，米国のものはこの他

に，現在と将来の様相についても示唆を与え薬業薬学

関係者だけでなく，一般大衆のこれに対する正しい理

解と知識の向上をはかる意図のものが多いという印象

を受けた.

ただどこへ行っても日本関係の資料はほとんど見受

けられず，日本の薬業は欧米各国では全く知られてい

ないことを知った.しかし彼らは日本のことを知りた

がり ，そのために資料の交換方を強く要望された.

以上はこのたび歴訪した.公開された博物館につい

てのみ述べたが，この他に今回訪問した著名の製薬会

社はそれぞれ私的な展示場を持ち，その社の創立から

現在に至るまでの諸資料を分かりやすく展示している

のを見たこ とを附記しておく。

後 言己

(Editor's Note) 

去る 6月12日岐阜県川島町の内藤記念館に内藤くすり資料館が創設された.木曾川の清流に固まれた静か

な環境であり，ほぼ濃尾の中央に位置するが，たまたまわが国本草学の先覚者，飯沼慾斎は美濃大垣から，

また伊藤圭介は尾張，名古屋の出身であり，更にまた近世薬学の先覚下山順一郎(犬山〉柴田承桂(名古

屋〕を輩出するなど歴史的にも淘に因縁浅からぬ土地柄である，

日本薬史学会はわが国最初の内藤くすり資料館の開館に協賛して翌日日同館で記念講演会を開き，飯沼慾

斎，伊藤圭介の業績を称え，併せて加賀百高石の城下に伝わる由緒深い加賀の秘薬の紫雪や混元丹などに関

する門外不出とされた資史料が出品展示され，来賓並びに会員など約300名を迎えて盛会であった.がこれ

ひとえに演者並びに出品者各位のご協力の賜ものである.

飯沼慾斎[(天明 2 年(1782)J~慶応元年 (1865)J については嶋野武氏の講演に詳しいが， 名著『草木図

説前篇』はわが国で初めてリンネの植物自然、分類体系に従い，わが国に自生する植物を科学的に分類し図説

したものであった.すなわち初版は「草木図説前篇』と題し草部20巻4冊で固に分けて出版[(11-5巻 (安



第 6 巻第 1 号

政3年，)6-10巻(文久元年)， 11-15巻(文久元年)， 16ー20巻(文久2年))された，時に慾斎は75-77才
であった.

前篇には別に木部10巻10冊が予定され，後篇には莱部，穀部，水草部，羊歯部，禾本部，苦E草部，芝部，

蘭類，果部など10巻10冊に相当する未完の草稿が現存しており，私はこの春，岐阜薬科大学の水野氏の案内

で飯沼家の親戚である江崎美奈子(岐阜県本巣郡巣南村美江寺〉氏を訪れて親しく秘蔵の草稿を拝見したが

未発表の草稿を何とか刊行する機会を得たいものである.

次に伊藤圭介 〔享和3年 (1802)~明治34年〕についても吉川芳秩氏の講演で事績のあらましを知るこ と

を得たが，とりわけ名著『泰西本草名疏JJ3巻3冊は文政12年たまたまシーボル トから貰った Thunberg:

Flora japonica (1784)の植物に和名と漢名とを当て， リンネの植物分類法による24綱を紹介したもので年

歯わず、かに27才て‘あった. このほか 「救荒食物便覧JJ[(天保12年 (1837))IJ'峨l告附種痘奇書JJ (天保12年

(1837) IJ'暴潟病手当素人心得』文久3年 (1863)など多彩な啓蒙書を刊行し，また安政5年(1856)には

内外の植物を移植楕養して旭国と名づけ，ここで尾張の本草会として知られた嘗百社の会合が開かれた.現

在地の名古屋市室町3丁目12番地がその跡地であるといわれる.出品展示された伊藤圭介の資史料は吉川芳

秋氏並びに名古屋東山植物園のご好意によった，

なお加賀藩の秘薬については三浦孝次氏の講演に詳しく資史料の展示は頗る好評で注目された。終りに，

アメリカのス ミソ ニアン，イγスティチュウション医薬部長サミ ・ハマネ博士は，くすり資料館の開館式記

念講演会で，ならびに翌日の日本薬史学会記念講演会で，それぞれ講演を行ない，またアメリカ薬史学会か

らの祝辞を述べられたが，講演内容については改めて記録したい.こ こに記念号を特瞬するに当り朝日か所感

を述べ協力された各位に厚く御礼を申し上げる， (日本薬学史学会常任幹事木村雄四郎〉

17 
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日本薬史学会総会 (45年度〉

日本薬史学会第71年会は，昭和46年4月7日から9日までの3日間にわたり，開催地福岡市で開催された

が，薬史学部会は第 3 日 の 9 日 ， . 9 題の研究報告を行なった. 午前の部を終り，午後 1 時~1 時30分に総会

を開き吉井(千代田〉 常任幹事から下記会務報本に併せ， 会計報告を行なった.なお会計報告については赤

須(通美〕幹事の監査報告があった.

(会務報告〉

まず44年度， 45年度における物政会員 (7名)，高橋真太郎，樋 彰一，三宅馨， 青木大，志孝達三(務

庖)，林四郎，武田孝三郎の諸氏に対し黙穏をささげ‘て弔意を表した.45年度末，

現在会員数 199名，内会費納入者 110名，

幹事更迭 (新任〉滝戸道夫，長沢元夫，難波恒雄

(退任〉三堀三郎，石坂哲夫

雑誌発行 第4巻第2号，第5巻第1号なお予て申請中であった「学術雑誌」認可は雑誌編集に対し，広

告掲出によって協賛されたのは，武田薬品工業株式会社， エーザイ株式会社，山之内製薬株式会社，株式会

社広川書庖，平安堂薬局である.、

年度内に開催した薬史学集談会は3回.

第90年会における薬史学部会は，開催地札幌市において， 45年7月28日，研究報告5題のほか，シンポジ

ウム「比較民族薬物論」を行なった.

この総会の席上， 46年6月12日に開催予定の “くすり資料館"の創設に協賛し，翌6月13日，日本薬史学

会記念講演会を開催することを予告し，了承を得た.

昭和 45.年度決算 (45.1月一45.12月〉

収入の部 568，599 

繰 越 金 114，160 

会費賛助 30，000 (6名〉

般 102，000 (102名〉

学 生 1，000 (2名〉

広 告 来十 200，000 

雑誌売上代 9，000 

寄 付ー 金 110，000 (清水藤太郎氏，赤須通美氏〕

利 子 1，139 ¥ 

雑 収 入 500 (集誌公残金〉

支出の部 557，316 

郵送料他 18，220 

事 す寿 費 8，710 

会費印刷費 530，386 (第 4巻 1 ~2 号及各 200 部5JIJ冊代を含む〉

差引残金 11，283 

(以上昭和46年4月学会総会報告事項〉
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日本薬史学

第 1条本会は日本薬史学会 TheJ apanese 
Society of History of Pharmacy 

と名付ける.

第2条本会は薬学，薬業に関する歴史の調

査研究を行い， 薬学の進歩発達に寄

与することを目的とする.

第3条本会の目的を達成するために次の事

業を行う.

1. 総会(毎年日本薬学会年会の時

に行う〉

2. 例会(研究発表会，集談会〉

3. 講演会，シンポUウム， ゼミナ

-)レ，その他

4. 機関誌「薬史学雑誌」 の発行.

当分の間年2固とする.

5. 資料の収集，資料目録の作製.

6. 薬史学教育の指導ならびに普

及.

7. その他必要と認める事業.

第4条本会の事業目的に賛成し，その目的

の達成に協力しようとする人をも っ

て会員とする.

第5条本会の会員は会費として年額1，000

円を前納しなければならない.但し

学生は年額500円とする.賛助会員

は本会の事業を協賛する人または団

体とする.賛助会員は年額5，0000円

とする.

第6条本会に次の役員をおく .会長 1名，

幹事若干名，評議員若干名，役員の

任期は2カ年とし重任することを認

める.

1. 会長は総会で会員の互選によっ

て選び，本会を代表し会務を総

理する

会会則

2. 幹事は総会で会員の互選によっ

て選び， 会長を補佐して会務を

担当する.

3. 幹事中若干名を常任幹事とし，

日常の会務および緊急事項の処

理ならびに経理事務を担当す

る.

4. 評議員は会長の推薦による.

第7条本会に事務担当者若干名をおく .運

営委員会は会長これを委嘱し，常任

幹事の指示を受けて日常の事務をと

る.

第8条本会の事業目的を達成するため別に

臨時委員を委嘱することができる.

第9条本会は会長の承認により支部又は部

会を設けることができる.

第10条本会の会則を改正するには総会で出

席者の過半数以上の決議によるもの

とする.

第11条本会の年度は暦年c1月より12月ま

で)，とする.

第12条本会の事務所は東京都千代田区神田

駿河台日本大学理工学部薬学科内に

おく .

日本薬史学会役員(昭和41年 3月現在〉

O印は常任幹事

会長朝比奈泰彦

幹事赤須通美

石坂哲夫

O木村雄四郎

清水藤太郎

(地方〉 高橋真太郎

宗田

三浦三郎

三堀三郎

根本曽代子

O吉井千代田

木村康一

塚本起夫



エネルギーを効率よく補給する

新しい糖質

Klinit 
クリニットは五価の糖アルコールのひとつ

Xylitol て¥解毒の経路として知られるウロ

ン酸経路の正常な中間代謝産物てす。

エネルギー補給に適しているばかりでなく

特異な作用が各科領域で賞用されています。

クリニットの特長

?H20H 1 インスリン 刊、要 とせず組織浸透が速い。

H-?ーOH 2 血糖上昇が少なく 血中路酸を低下する O

HO-?-H 3 エネルギー化が迅速かつ効果的。

H-C-OH 4 最も強い抗ケトン作用を示す。

AHρH 5 補酵素を介 して グルタチオンを還元する。

クリニットの臨床応用

糖 尿病 アチドージス・昏睡の治療と予防、糖尿病患

者の術前 ・術後の糖質補給

肝 疾患 肝疾患輸液のベースとしてエネルギー補給

解毒の促進 ・生合成の促進 ・肝機能の改善

小児科領域 自家中毒症 ・新生児遷延性貧痘

外科領域 麻酔・手術侵襲によるアチドージス防止、術

後代謝異化相における糖質補給、アミ ノ酸の

併用輸，夜と して同化促進

抗癌剤の作用増強・副作用防止

ステロイド長期投与による副作用防止

イ建イ呆 i直用
¥ 

収載名 規格包装|薬 価

クリニット注 5% 1500ml 1パイアル

クリニット注 10%I 500ml 1パイアル
クリニット注 10%I 20ml 1アンフコレ

730円

1，000円

68円
(lIi1f!!4，Q 2 JJ I !!'k!Jfu 

エ ーザイ株式会社
東京都文京区小石川4T Ll 1¥[. ，. 


